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全国から喜びの声が届いています。

愛をこめて…1日10円

これからも愛を込めて
取り組んでまいります！

目標5億円

JAIFA はお客様のために常に学び、奉仕を続けるプロ集団です。

累計総額　5億 2,885万 8,318 円
令和元年度募金現在額は 298 万 6,982 円です （令和元年 8 月 31 日現在）

これからも愛を込めて
取り組んでまいります！

JAIFA 青森県協会

澤頭 琢磨 会長

愛のドリーム募金で
電化製品を贈呈しました！

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　石井　清司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

突破いたしました。

JAIFA 青森県協会は、2019 年 3 月 22 日
に社会福祉法人 藤聖母園、児童養護施設 
藤聖母園に、全自動洗濯機 2 台、炊飯器
1台、掃除機 1台を贈呈しました。
この日は、児童養護施設 藤聖母園の石岡
園長にご出席いただき、青森県協会の高瀬
事務局長が贈呈式に参加しました。
同園は「一人ひとりがかけがえのない存在
として生きること」を基本に、地域社会貢献
活動をされているなかで、私たちの支援が、
その一助につながれば幸いです。
当日は、地元新聞社からの取材もあり、一般
の方々にも JAIFA の認知度が上がってきて
いると感じております。
今後も生命保険業界の模範となる行動を
率先して、活動していきます。



生命保険営業に必要な情報を
学べるサイト「JAIFA 学習帖」
に、ご登録いただきましたで
しょうか？ まだご登録いただい
ていない会員は、今すぐご登録
ください。〈2018 年 11 月ＯＰＥＮ〉

登録は簡単です！！

https://www.jaifa-learning.com/

JAIFA学習帖

QRコードアプリで今すぐログイン

「　　　　　　 」サイト
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● 映像で学ぶ“相続・法人の基礎”
　（相続・法人の生命保険の提案を学べるツールです）
 10 月追加予定：法人の基礎【11 章】事業継承

●“映像ライブラリー”で調べよう
　（相続・法人の基本用語を映像で解説。実践に使えるヒントが盛り沢山です）
 10 月追加予定：【法人】決算書の基本
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▼学習帖登録、ご希望の方は下記ご記入のうえ FAX送信してください。▼
送信先 　本部事務局 FAX：03-3241-0314

JAIFA 学習帖登録申込書
まだ学習帖登録をされていない会員で新規登録を希望の方は、下記ご記入のうえ切り取らずに FAX送信してください。
※�ご記入いただきましたメールアドレスに「@jaifa-learning.com」よりパスワードが届きますので、� �
ログイン画面に登録アドレスとパスワードを入力してログインしてください。

所属協会

会社名� ��生命　　　　　　　　　　　�支社　　��　　　　　　　　　　　�支部　・　営業所

氏名（フリガナ）

メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　���＠

携帯番号

※�携帯電話のメールアドレスを指定される場合は、「@jaifa-learning.com」からのメールを受け取れるように設定をお願いします。� �
設定してもメールが届かない場合、迷惑メールフォルダをご確認ください。

※登録確認のため、携帯電話に連絡させていただくことがあります。



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

発展の時を迎えて物事は一気に進みそうな
気配ですが、あなたの考えと行動が一致
しないのでギクシャクしてしまいそうです。
ビジネス運は他者に邪魔をされそうです
から、注意して再度の確認をしましょう。
金銭運は良くありませんので無駄遣いを
なくしましょう。社交運も気持ちと逆へ
行きそうです。
開運★南大吉方位～遠方泊まり可。
（良い情報と楽しい団欒が得られる。営業利益
は倍増する）

年頭から願ってきたことが、ようやく実を
結びそうです。自分の考え方も、取り巻
く周囲の状況も的確で最高の時です。
ビジネス運は整理整頓をして、再生復興
ができるので、もう一度トライしましょう。
金銭運は最高の時です。全てを計画通り
に進めましょう。社交運は千客万来が期待
できて遠方からの取引もあるでしょう。

開運★北吉方位～ここで営業活動を。
（組織やグループからの支援を得られる）

運勢階段の最上階で過ごすときです。今
月はこれ以上望まずに、自分の足許を固
めることに専念しましょう。ビジネス運
はセオリー通りの展開をしていきましょう。
新しい動きには成果が伴わない時です。
金銭運はあなたの先月の動きで営業利益
に恩恵が出て、社交運は賑やかなお誘い
があるでしょう。

開運★西北大吉方位～遠方への旅行を是非。
（ビジネスは千客万来になる方位）

自分の考え方は的確ですが、あなたを取り
巻く周囲の状況はあなたの味方になりま
せん。動きがハードに展開する1ヵ月です
ので、何かと疲れが出やすいときですから
注意しましょう。ビジネス運は勢いがつい
ていますので、かなりの成果になりそう
です。金銭運は良好です。社交運は再会
や旧知の友との復活に期待できます。

開運★西南吉方位～ごく近くで営業活動を。
（見直しや契約が再度にわたる、良い情報が入る）

仕事に力が入らずに何かと休息を取りたい
1ヵ月です。自分の考え方は的外れで、取
り巻く周囲の状況は最高に良いときです。
ビジネス運はできるだけお仕事モードに
なるように努力をしましょう。金銭運は良く
ありません。計画的な消費を心がけましょ
う。社交運はモテモテです。遊びすぎて
来月は大赤字の兆しあり。

開運★南吉方位～半日程度の営業活動を。
（レジャーや飲食の場所から紹介が出始める）

変化をしてはなりませんという大事なとき。
改革や変身をすると今まで培ってきた運気
は一気にマイナスへ転じてしまいます。
ビジネス運は現状維持を守ることに専念
しましょう。金銭運は良くありません。
忘れていた請求書等、支払いも多くなり
そうです。社交運は変化をしないように。
新しい出会いも期待できません。

開運★北吉方位～静かに目立たない活動が良い。
（身内感覚の人や組織が支援してくれる）

離合集散の時を迎え、今月は何かと周り
から注目をされます。注目度NO1で目
立つとき。良い事も悪い事も全て白日の
下にさらされます。秘密やヘソクリ等は用
心してね。ビジネス運は言葉一つに吉凶が
潜んでいるので言動振る舞いは注意。金
銭運は出銭が多いので気を付けましょう。
社交運は仲互いしている2人には復活の
喜びあり。再婚希望者にも朗報があります。
開運★西大吉方位～是非遠方泊まりの旅を。
（金銭的に恵まれる、特に営業利益はアップ）

今月のあなたは考え方も取り巻く周囲の
状況も全てが的外れで運気は低迷してい
ます（気力は元気）。体調も全てが底を突
いているとき。ビジネス運は机上作戦で
来月の準備をして備える活動をしましょう。
金銭運は良くないです。社交運はピンボケ
ですから注意しましょう。縁談や復縁など
は良い月が廻るまで待ちましょう。

開運★東北吉方位～商談飲食は是非ここで。
（目上の人や上司がキーワード、支援が得られる）

待望の盛運期に入り、気分的に爽快な時
です。今月の自分の考え方は少々欲張り
気味ですが、あなたを取り巻く周囲の気は
とても良く、支援の輪が広がりそうです。
ビジネス運は奉仕をすることで大きな輪
ができます。周りの人達の手助けをしま
しょう。金銭運は両極端です。良いか悪
いか。社交運は良い人脈が来ます。

開運★北大吉方位～長期遠方の旅を。
（家族間のけじめがつき、身内の絆が強くなる）

2019 年 10月節

10.8▶11.7



CON T EN T S

「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2019 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

	 マダム晶子の九性気学で	今日から開運

02	  第 73 回　「生命保険の月」に寄せて

04	 特集　第 3 回　水の国シリーズ
 ただのお湯ではない  

“白湯”の驚きの効果！

08	 第 54 回　ゼロから学ぶ税金講座
 もう一つの法人向け節税保険

10	 第 202 回　ありがとう生命保険	 	 	
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「保険と私の人生」
	 和歌山県	和歌山県立田辺中学校　3 学年　森内	杏美

12	 第 31回　社会保険Q&A
 年金はどこまで減るのか

13	 第 91回　桐生純子の愛され力	 	 	
コミュニケーション術

  【コミュニケーション達人技】 
～ピンチをチャンスに変える謝罪とは①～

14	 第105回　心のかけはし
 お試しができない生命保険だからこそ、 

しっかり検討して契約していただきたい

18	 第 103 回　思わず伝えたくなる！	 	 	
お金にまつわるエトセトラ

 ふるさと納税、規制でどう変わった？

19	 第 25回　想いをつなぐ	 	
～	ブロック・地方協会からの	 	
ボランティア・公益事業活動レポート～

 児童養護施設で毎年 2 回 
清掃活動を実施しています！

20	 第 23 回　JAIFA	VOICE	 	 	 	
～JAIFA 地方協会活動レポート～

 これまでになかったことを 
チャレンジして取り入れていきたい

01 2019  |  October
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追
求
し
て
い
く
「
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
」
を
徹
底
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
生
命
保
険
協
会
と
し

て
、
引
き
続
き
、
業
界
課
題
の
改
善
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
業
界
外
部
の
声
や
自
主
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
を
起
点
と
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
や
業
界
内
外
と
の
対
話
等
を

通
じ
て
、
会
員
各
社
の
「
顧
客
本
位
の

業
務
運
営
」
の
徹
底
を
後
押
し
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
時
代
に
お
け
る

希
望
あ
ふ
れ
る
安
心
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
み

加
え
て
、
未
来
に
向
け
た
顧
客
本
位

の
業
務
運
営
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
新

時
代
に
お
け
る
希
望
あ
ふ
れ
る
安
心
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
も
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑴�

新
し
い
時
代
の
生
命
保
険
の�

�

役
割
の
発
揮

人
類
が
初
め
て
経
験
す
る
人
生

１
０
０
年
時
代
と
呼
ば
れ
る
超
長
寿
社

会
が
到
来
し
、
リ
ス
ク
が
多
様
化
し
て

い
く
中
、
生
命
保
険
が
社
会
に
貢
献
で

き
る
領
域
は
、
ま
す
ま
す
拡
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

生
命
保
険
協
会
と
し
て
、
人
生
１
０
０

年
時
代
に
お
け
る
生
命
保
険
業
界
の
役

割
を
検
討
し
、
取
り
ま
と
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

急
速
に
進
展
す
る
中
、
業
界
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
底
上
げ
を
図
る
べ
く
、
海

外
の
先
端
技
術
の
活
用
事
例
等
を
収
集

し
、
会
員
各
社
に
情
報
提
供
す
る
な
ど

一般社団法人	生命保険協会	会長　
清水 博

（日本生命保険相互会社	代表取締役社長）

に寄せて
「生命保険の月」

第 回73
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新
時
代
に
お
け
る

希
望
あ
ふ
れ
る
安
心
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
み

加
え
て
、
未
来
に
向
け
た
顧
客
本
位

の
業
務
運
営
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
新

時
代
に
お
け
る
希
望
あ
ふ
れ
る
安
心
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
も
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑴�

新
し
い
時
代
の
生
命
保
険
の�

�

役
割
の
発
揮

人
類
が
初
め
て
経
験
す
る
人
生

１
０
０
年
時
代
と
呼
ば
れ
る
超
長
寿
社

会
が
到
来
し
、
リ
ス
ク
が
多
様
化
し
て

い
く
中
、
生
命
保
険
が
社
会
に
貢
献
で

き
る
領
域
は
、
ま
す
ま
す
拡
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

生
命
保
険
協
会
と
し
て
、
人
生
１
０
０

年
時
代
に
お
け
る
生
命
保
険
業
界
の
役

割
を
検
討
し
、
取
り
ま
と
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

急
速
に
進
展
す
る
中
、
業
界
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
底
上
げ
を
図
る
べ
く
、
海

外
の
先
端
技
術
の
活
用
事
例
等
を
収
集

し
、
会
員
各
社
に
情
報
提
供
す
る
な
ど

し
て
取
組
み
を
後
押
し
し
て
参
り
ま
す
。

⑵
次
世
代
教
育
へ
の
貢
献

こ
れ
ま
で
生
命
保
険
協
会
で
は
、
生

命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
の

皆
様
に
、
生
命
保
険
や
生
活
設
計
等
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
取
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
そ
の
中
で
も
取
り
組
む
余

地
の
大
き
い
小
学
生
向
け
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
作
成
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

加
え
て
、
社
会
や
産
業
の
構
造
が
大

き
く
変
化
し
て
い
く
中
、
自
ら
主
体
的

に
考
え
、
他
者
と
協
調
し
な
が
ら
課
題

を
解
決
し
て
い
く
力
の
育
成
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
生
命
保
険

協
会
で
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
向
け

の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
協
賛
し
、

社
会
課
題
を
解
決
す
る
新
た
な
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
も
ら
う
と
い
う
次

世
代
教
育
の
機
会
提
供
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。

⑶�

事
業
の
健
全
な
発
展
に
向
け
た�

�

基
盤
構
築

お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
維
持
し
、
生

命
保
険
業
界
が
健
全
に
発
展
し
て
い
く

た
め
の
基
盤
整
備
に
も
、
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
税
制
面
に
お
い

て
は
、
国
民
の
皆
様
が
必
要
と
す
る

多
様
な
生
活
保
障
の
準
備
を
支
援
・
促

進
す
る
た
め
、
生
命
保
険
料
控
除
制
度

の
拡
充
を
引
き
続
き
要
望
し
て
参
り
ま

す
。加

え
て
、
我
が
国
の
生
命
保
険
事
業

の
特
性
を
踏
ま
え
た
国
際
金
融
規
制
や

国
際
会
計
基
準
、
国
内
規
制
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
積
極
的
に

意
見
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ま
へ

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
２
０
１
９
年
度
の

活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「T

H
IN

K
 O

U
T

 
O

F T
H

E BO
X

～
発
想
を
変
え
れ
ば
、

未
来
が
変
わ
る
～
」
は
、
既
存
の
考
え

方
や
常
識
・
固
定
観
念
な
ど
に
と
ら
わ

れ
ず
、
斬
新
な
発
想
を
求
め
て
、
自
己

改
革
を
目
指
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
会

員
の
皆
様
が
自
分
の
枠
を
超
え
て
新
し

い
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
命
保

険
の
仕
事
に
対
す
る
資
質
が
さ
ら
に
向

上
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
な
り
、
世
の
中
が
変

化
し
て
い
く
中
、
既
存
の
考
え
方
や
常

識
・
固
定
観
念
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、

お
客
様
に
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
素
晴

ら
し
い
姿
勢
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会

員
の
皆
様
に
は
、
生
命
保
険
業
界
が
こ

れ
か
ら
も
お
客
様
か
ら
信
頼
頂
け
る
業

界
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
業
界
を
牽
引

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

皆
様
の
活
動
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
、
ご

発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

以　

上

清水 博（しみず　ひろし）
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潤滑

消化・代謝 排出

5・8月号に続いて、「水の国シリーズ」をお届けします。
手軽に作れて健康的な飲み物として注目が集まる「白湯」。
ただのお湯というには余りある効果があるようです。
今回は、白湯の効能とともに、作り方や飲み方をご紹介します。

そ
も
そ
も
白
湯
と
は
？

白
湯
（
さ
ゆ
）
と
は
、
水
を
沸
騰
さ
せ
、
人
肌

よ
り
も
少
し
高
め
の
温
度
程
度
に
冷
ま
し
た
湯
の

こ
と
で
、「
湯
冷
ま
し
」と
も
い
わ
れ
ま
す
。
一
度
、

沸
騰
さ
せ
て
い
る
た
め
、
水
道
水
の
塩
素
（
カ
ル

キ
）
な
ど
の
不
純
物
が
飛
ん
で
、
口
当
た
り
が
マ

イ
ル
ド
に
な
り
ま
す
。

白
湯
の
始
ま
り
は
“
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
”
と

い
う
、
イ
ン
ド
の
伝
統
予
防
医
学
か
ら
。
そ
の
考

え
方
に
よ
る
と
、人
間
の
体
質
は「
水
＝
潤
滑
」「
火

＝
消
化
・
代
謝
」「
風
＝
排
出
」
の
３
つ
の
性
質

に
よ
っ
て
決
ま
る
と
さ
れ
、
白
湯
は
こ
の
３
つ
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
効
果
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

白
湯
は
、
水
を
火
に
か
け
沸
騰
さ
せ
、
蓋
を
外

し
て
空
気
（
風
）
を
入
れ
て
作
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

バ
ラ
ン
ス
の
整
っ
た
飲
み
物
で
あ
り
、
体
内
に
取

り
込
む
こ
と
で
、
体
の
内
部
を
浄
化
し
て
健
康
に

な
り
、
生
命
を
維
持
す
る
魔
法
の
飲
み
物
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

特集

ただのお湯ではない
 “白湯”の驚きの効果！
ただのお湯ではない
 “白湯”の驚きの効果！

第 3 回

人間の体質
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潤滑

消化・代謝 排出

白
湯
に
は�

�

ど
ん
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
？

白
湯
の
最
も
大
き
な
効
果
と
し
て
は
、
胃
腸
の

働
き
が
よ
く
な
る
こ
と
。
白
湯
で
胃
腸
か
ら
全
身

が
あ
た
た
ま
る
と
、
腸
の
働
き
が
活
性
化
さ
れ
て

消
化
が
よ
く
な
り
、
老
廃
物
の
排
出
を
促
し
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
体
の
内
部
か
ら
あ
た
た
め
る
こ

と
で
血
液
の
循
環
や
代
謝
が
改
善
す
る
た
め
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
や
美
容
効
果
も
あ
る
飲
み
物
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
白
湯
は
余
分
な
物
質
が
入
っ
て
い
な

い
の
で
、
体
の
弱
っ
て
い
る
人
や
幼
児
で
も
、
体

の
負
担
が
少
な
く
飲
め
る
、
安
全
で
健
康
的
な
飲

み
物
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

白
湯
を
飲
む
と
ど
ん
な
効
果
が
？

そ
れ
で
は
、
白
湯
の
効
果
を
具
体
的
に
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

冷
え
性
が
改
善
す
る

冬
場
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
場
で
も
冷
房
が

効
き
す
ぎ
て
、
体
の
冷
え
で
悩
む
人
は
多
い
で

し
ょ
う
。
冷
た
い
も
の
を
摂
り
す
ぎ
て
胃
腸
が
冷

え
る
こ
と
や
、
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
ス
ト
レ
ス

で
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
自
律
神
経
が

乱
れ
る
こ
と
も
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

胃
腸
の
冷
え
や
自
律
神
経
の
乱
れ
は
、
体
の
内

側
か
ら
あ
た
た
め
る
こ
と
で
改
善
が
見
込
め
ま

す
。白
湯
で
胃
腸
を
あ
た
た
め
て
血
行
を
よ
く
し
、

新
陳
代
謝
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
腰
痛
な
ど
に�

�

効
果
が
あ
る

白
湯
で
胃
腸
な
ど
内
臓
が
あ
た
た
ま
る
と
、
血

行
が
よ
く
な
り
内
臓
の
温
度
が
上
が
り
ま
す
。
内

臓
が
１
℃
上
が
る
と
、
免
疫
力
が
約
30
％
高
ま

り
、
基
礎
代
謝
も
10
％
程
度
上
が
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
こ
の
効
果
に
よ
っ
て
、
脂
肪
が
燃
え
て
痩
せ

や
す
い
体
質
へ
と
改
善
す
る
効
果
が
得
ら
れ
る
の

で
す
。

ま
た
、
血
流
が
よ
く
な
る
こ
と
は
体
の
余
分
な

水
分
を
排
出
し
て
く
れ
る
た
め
、
手
足
の
む
く
み

防
止
に
も
な
り
、
肩
こ
り
や
腰
痛
の
緩
和
に
も
役

立
ち
ま
す
。

体
内
浄
化
作
用（
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
）

が
あ
る

先
述
し
た
と
お
り
、
白
湯
で
内
臓
を
あ
た
た
め

る
と
胃
腸
が
活
性
化
し
ま
す
の
で
、
溜
ま
っ
た
未

消
化
物
質
や
毒
素
を
体
内
か
ら
排
出
し
て
く
れ
ま

す
。
中
で
も
、
便
秘
解
消
に
は
効
果
的
で
す
。

さ
ら
に
、
白
湯
は
不
純
物
が
入
っ
て
い
な
い
の

で
、
体
内
に
吸
収
さ
れ
や
す
く
利
尿
作
用
が
高
ま

り
ま
す
。
老
廃
物
が
排
出
さ
れ
て
、
内
臓
の
働
き

は
さ
ら
に
よ
く
な
り
ま
す
。

美
肌
効
果
が
あ
る

老
廃
物
が
体
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
と
、
腸
が
洗

わ
れ
て
血
流
が
よ
く
な
り
、
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過

ぎ
な
ど
で
の
胃
腸
の
疲
れ
が
改
善
さ
れ
、
ニ
キ
ビ

や
吹
き
出
物
な
ど
が
出
に
く
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
便
秘
も
解
消
さ
れ
ま
す
の
で
、
肌
の
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
開
放
さ
れ
、
美
肌
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

1
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白
湯
の
作
り
方
と
効
果
的
な
飲
み
方

白
湯
は
、
お
湯
を
沸
か
し
て
冷
ま
す
だ
け
と
シ

ン
プ
ル
な
だ
け
に
自
己
流
な
作
り
方
に
な
り
が

ち
。あ
ら
た
め
て
、ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
に
な
ら
っ

た
、白
湯
の
作
り
方
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

用
意
す
る
も
の
と
手
順
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

白
湯
の
効
果
的
な
飲
み
方
は
？

白
湯
の
正
し
い
作
り
方
が
わ
か
っ
た
ら
、
効
果

的
な
飲
み
方
も
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

白
湯
の
温
度
や
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
、
１
日
あ
た

り
に
飲
む
量
な
ど
も
押
さ
え
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。

白
湯
の
温
度
は
？

沸
騰
さ
せ
て
か
ら
カ
ッ
プ
な
ど
に
入
れ
て
、

50
℃
前
後
に
冷
ま
し
て
飲
む
の
が
理
想
で
す
。
感

覚
的
に
は
体
温
よ
り
も
少
し
高
め
の
温
度
に
な
り

ま
す
。
正
確
に
温
度
管
理
し
た
い
人
は
、
料
理
用

の
温
度
計
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

1

用意するもの
・水道水
・やかんまたは鍋

● ポイント
水はミネラルウォーターでも大丈夫ですが、沸騰させると結局
はミネラル分が蒸発してしまいますので、水道水で十分です。
また、水を沸かす容器はやかんなどを使いましょう。電気ケト
ルでは、沸騰させ続けることができないことと、水道水に含ま
れる塩素（カルキ）を逃がすことができません。

 

作り方
1 やかんか鍋に水道水を入れ
て蓋をして、強火にかけ沸騰
させる

2沸騰してきたら蓋を外し、蒸
気となった塩素（カルキ）
を逃がす

3 中火にして、そのまま 15 分
ほど沸騰させ続ける

4 15分沸騰させたら火を止め、
カップなどに注いで冷ます

● ポイント
蓋を外すのは水が沸騰してから。最初は強火で沸かしますが、
蓋を開けるタイミングで弱火〜中火にします。火加減は、沸騰
の泡が消えない程度が目安で、必ず 15 分程度は煮詰めます。
塩素とともにトリハロメタンも飛んで、味がとてもまろやかに
なります。

1

2
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飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

朝
起
き
て
最
初
に
飲
む
と
胃
腸
が
あ
た
た
め
ら

れ
て
体
の
代
謝
が
上
が
り
、
排
泄
の
促
進
効
果
も

あ
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。
飲
む
と
き
は
一
気
に

ご
く
ご
く
と
飲
む
の
で
は
な
く
、
一
口
ず
つ
ゆ
っ

く
り
飲
み
ま
す
。
一
度
に
飲
む
と
、
水
分
が
血
管

に
吸
収
さ
れ
ず
に
尿
と
し
て
出
て
し
ま
い
、
体
内

の
老
廃
物
を
洗
い
流
す
効
果
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
カ
ッ
プ
１
杯
程
度
の
白
湯
を
、
５
～
10
分
程

度
の
時
間
を
か
け
て
飲
み
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
朝

は
出
勤
前
で
忙
し
く
時
間
が
な
い
と
い
う
方
は
、

夜
の
う
ち
に
作
っ
て
お
い
て
ポ
ッ
ト
で
保
温
し
て

お
く
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

１
日
に
ど
れ
く
ら
い
飲
む
？

１
日
に
飲
む
量
は
、８
０
０
㎖
ま
で
に
し
ま
す
。

白
湯
に
、
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る

の
は
、
血
行
促
進
や
内
臓
の
働
き
を
活
性
化
し
、

発
汗
・
利
尿
作
用
な
ど
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の

よ
う
に
、
白
湯
は
体
の
毒
素
を
洗
い
流
し
て
く
れ

ま
す
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
必
要
な
栄
養
素
ま
で
洗

い
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
１
日
の
摂
取
量

は
守
り
ま
し
ょ
う
。

白
湯
に
プ
ラ
ス
し
て�

�

さ
ら
に
効
果
が
！

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
白
湯
だ
け
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
手
間
か

け
て
こ
だ
わ
り
の
飲
み
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
白

湯
だ
け
毎
日
飲
む
の
で
は
、
飽
き
て
し
ま
う
と
い

う
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

23

● 次回「水の国シリーズ」は、12 月号掲載予定です。

作
り
方
が
簡
単
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
・
美
容
、

体
質
改
善
の
期
待
で
き
る
白
湯
。１
年
を
通
じ
て
、

白
湯
を
飲
む
こ
と
を
生
活
の
中
に
取
り
込
ん
で
、

習
慣
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

エ
ン
酸
が
豊
富
で
す
。
美
肌
効
果
と
疲
労
回

復
な
ら
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
お
す
す
め
。

白
湯
に
、
お
好
み
で
レ
モ
ン
の
絞
り
汁
を
大

さ
じ
１
杯
程
度
入
れ
て

飲
み
ま
す
。
胃
腸
が
弱

い
人
は
、
レ
モ
ン
は
少

な
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
白
湯
＋
は
ち
み
つ

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
酵
素
な
ど
豊
富

な
栄
養
を
持
つ
は
ち
み
つ
と
白
湯
を
組
み
合

わ
せ
る
と
、
美
容
と
健
康
効
果
が
よ
り
高
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
風
邪
な
ど
で
喉
に
炎
症
を

起
こ
し
た
と
き
に
も
効

果
的
で
す
。
カ
ッ
プ
に

ス
プ
ー
ン
３
杯
程
度
の

は
ち
み
つ
を
溶
か
し
て

飲
み
ま
す
。

●
白
湯
＋
レ
モ
ン

レ
モ
ン
は
、
美
肌
を
保
つ
の
に
欠
か
せ
な

い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
、
疲
労
回
復
に
役
立
つ
ク

●
白
湯
＋
生
姜

体
を
あ
た
た
め
て
く
れ
る
も
の
と
い
え
ば
、

生
姜
が
代
表
格
で
す
。
水
を
沸
か
す
と
き
に
、

生
姜
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
２
～
３
枚
ほ
ど

入
れ
て
一
緒
に
沸
か
し
ま
す
。
チ
ュ
ー
ブ
の

生
姜
や
パ
ウ
ダ
ー
を
使

う
方
法
で
も
大
丈
夫
で

す
。
内
臓
を
あ
た
た
め
る

効
果
が
倍
増
し
ま
す
の

で
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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第 54 回

もう一つの
法人向け節税保険

２
分
の
１
が
損
金
算
入

　

前
回
ま
で
、
法
人
契
約
の
保
険
に
対
す

る
規
制
に
つ
い
て
話
し
て
き
た
け
れ
ど
、
今

回
は
、
ま
た
別
の
法
人
向
け
の
ス
キ
ー
ム
を

A

説
明
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
前
回
ま
で
説
明
し

た
も
の
と
根
本
的
に
違
う
タ
イ
プ
で
―
す

な
わ
ち
前
払
保
険
料
部
分
が
大
き
く
な
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
―
今
回
の
通
達
改
正

と
は
関
係
の
な
い
ス
キ
ー
ム
な
ん
だ
。

　

そ
ん
な
保
険
が
ま
だ
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

ど
ん
な
保
険
で
す
か
。

　

商
品
自
体
は
ふ
つ
う
の
養
老
保
険
だ

よ
。
ミ
ソ
は
そ
の
契
約
形
態
に
あ
る
。
従
業

員
を
被
保
険
者
と
し
て
、
法
人
が
養
老
保
険

を
契
約
す
る
。
も
ち
ろ
ん
保
険
料
を
払
う
の

は
法
人
だ
。
こ
の
場
合
、
一
定
の
契
約
形
態

で
所
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
保
険
料
の
半

額
が
福
利
厚
生
費
と
し
て
損
金
算
入
で
き
る

ん
だ
。
一
般
に
福
利
厚
生
プ
ラ
ン
な
ど
と
呼

ば
れ
、
法
人
向
け
の
保
険
と
し
て
、
以
前
か

ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
。

　

保
険
料
の
半
額
で
も
損
金
に
算
入
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
税
務
上
優
遇
さ
れ
て
い
る

と
い
え
そ
う
で
す
ね
。

　

全
額
損
金
算
入
で
き
た
商
品
に
比
べ
れ

BABA

ば
、
利
益
を
圧
縮
す
る
効
果
は
小
さ
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
退
職
金
の
原
資
を
確
保
す
る

と
い
う
点
で
生
命
保
険
活
用
の
本
来
的
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
。

　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
契
約
形
態
で

す
か
。

　

会
社
が
契
約
者
と
な
り
、
従
業
員
を
被

保
険
者
、
満
期
保
険
金
の
受
取
人
を
会
社
、

死
亡
保
険
金
の
受
取
人
を
被
保
険
者
で
あ
る

従
業
員
の
遺
族
と
す
る
契
約
だ
。
満
期
に

な
っ
て
会
社
が
受
け
取
っ
た
満
期
保
険
金
を

退
職
金
に
当
て
る
。
万
一
、
保
険
期
間
中
に

被
保
険
者
で
あ
る
従
業
員
が
死
亡
し
た
場
合

は
、
遺
族
に
支
払
わ
れ
る
死
亡
保
険
金
が
退

職
金
と
な
る
。

　

な
る
ほ
ど
。
満
期
保
険
金
と
死
亡
保
険

金
の
両
方
が
有
効
に
活
用
で
き
る
わ
け
で
す

ね
。

　

法
人
契
約
の
保
険
の
保
険
料
が
損
金
算

入
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
前
に
も
説
明
し
た

と
お
り
、
そ
の
保
険
に
資
産
性
が
あ
る
か
ど

BABA
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福
利
厚
生
だ
か
ら
、
全
社
員
を
対
象
に

し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
も
し
特

定
の
人
だ
け
加
入
さ
せ
た
場
合
は
ど
う
な
り

ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
保
険
料
は
福
利
厚
生
費

で
は
な
く
、
給
与
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な

る
。
保
険
料
相
当
額
を
そ
の
特
定
の
人
に
給

与
と
し
て
払
っ
た
と
さ
れ
る
ん
だ
。
そ
の
場

合
も
、
法
人
に
と
っ
て
は
損
金
算
入
で
き
る

け
れ
ど
、
従
業
員
の
側
で
は
給
与
と
な
る
の

で
、
所
得
税
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か

ら
、「
普
遍
的
な
加
入
」
が
重
要
な
ん
だ
。

　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん

で
す
か
。

　

も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
プ
ラ

ン
を
導
入
す
る
際
に
は
、
死
亡
保
険
金
が
死

亡
退
職
金
（
の
一
部
）
に
該
当
す
る
と
い
う

こ
と
を
規
約
な
ど
で
明
確
に
し
て
お
く
こ
と

だ
。
死
亡
保
険
金
は
社
員
の
遺
族
が
直
接
保

険
会
社
か
ら
受
け
取
る
の
で
、
退
職
金
に
相

当
す
る
も
の
だ
と
認
識
さ
れ
な
い
と
困
る
か

ら
ね
。

BABA

う
か
に
よ
る
。
終
身
保
険
は
、
将
来
必
ず
保

険
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
資
産

性
が
あ
り
、
保
険
料
は
損
金
算
入
で
き
ず
資

産
計
上
し
て
お
く
。
一
方
、
ふ
つ
う
の
定
期

保
険
は
掛
捨
て
で
資
産
性
は
な
い
の
で
保
険

料
は
損
金
算
入
で
き
る
。
養
老
保
険
は
ど
う

か
と
い
う
と
、
終
身
保
険
と
同
じ
で
、
将
来

必
ず
保
険
金
は
支
払
わ
れ
る
。
満
期
保
険
金

か
死
亡
保
険
金
の
ど
ち
ら
か
が
。

　

そ
れ
じ
ゃ
資
産
性
が
あ
る
の
で
、
損
金

算
入
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

　

満
期
保
険
金
、
死
亡
保
険
金
の
受
取
人

が
い
ず
れ
も
法
人
で
あ
れ
ば
そ
の
と
お
り
だ

よ
。
と
こ
ろ
が
、
福
利
厚
生
プ
ラ
ン
は
満
期

保
険
金
の
受
取
人
は
法
人
だ
け
ど
、
死
亡
保

険
金
の
受
取
人
は
法
人
で
は
な
く
、
被
保
険

者
の
遺
族
と
す
る
。
そ
う
な
る
と
、
被
保
険

者
が
途
中
で
死
亡
し
た
場
合
、
法
人
は
保
険

金
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。つ
ま
り
、

法
人
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
資
産
性
が
あ
る

と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
保
険
料
の
半
額

BA

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

だ
け
損
金
算
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
ん
だ
。

全
員
加
入
で
な
い
と
…
…

　

認
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
と
？

　

国
税
庁
の
通
達
に
、
そ
の
よ
う
に
扱
っ

て
い
い
、
と
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
よ
。

　

つ
ま
り
、
半
額
を
損
金
算
入
す
る
こ
と

を
国
税
庁
が
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。
と
こ
ろ
で
、
保
険
料
の
半
額
を
「
福
利

厚
生
費
」
と
し
て
損
金
算
入
で
き
る
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
…
…
。

　

そ
こ
が
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
福
利

厚
生
費
と
し
て
経
理
処
理
す
る
に
は
条
件
が

あ
る
。
原
則
と
し
て
全
社
員
を
加
入
さ
せ
る

―
少
な
く
と
も
合
理
的
な
基
準
に
基
づ
き

普
遍
的
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
ん

だ
。
逆
に
い
う
と
、
特
定
の
社
員
や
役
員
だ

け
を
対
象
に
し
た
場
合
は
福
利
厚
生
費
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

BABA

09 2019  |  October



新刊のご案内

202

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
56
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

都
道
府
県
別
賞
一
等

保
険
と
私
の
人
生

和
歌
山
県 

和
歌
山
県
立
田
辺
中
学
校　

三
学
年　

森も
り

内う
ち 

杏あ

美み

　

い
つ
も
穏
や
か
で
頭
の
中
を
見
て
み
る
と
「
仕
事
」
と
「
釣
り
」

で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
父
と
、
お
し
ゃ
べ
り
大
好
き
超
楽
天
家

の
母
、
お
と
な
し
く
礼
儀
正
し
い
模
範
的
な
兄
、
得
意
な
教
科
は
「
体

育
」
が
全
て
を
表
し
て
い
る
私
の
四
人
家
族
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
生
懸

命
仕
事
を
し
、
勉
強
を
し
、
大
き
な
悩
み
や
ケ
ン
カ
も
な
く
普
通
の

生
活
の
毎
日
で
し
た
。

　

昨
年
の
七
月
、
何
カ
月
か
前
よ
り
胃
の
調
子
が
悪
い
と
通
院
し
て

い
た
父
。
夜
も
あ
ま
り
ね
む
れ
て
い
な
い
よ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
も

「
お
は
よ
う
！　

行
っ
て
く
る
わ
！
」
と
仕
事
を
休
む
事
な
く
…
…
多

分
、
が
ま
ん
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
診
て
も
ら
う
病
院

も
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ
て
、
そ
の
日
は
母
も
仕
事
を
休
み

病
院
へ
行
き
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
田
辺
祭
り
、
商
店
街
に
は
お
囃
子

が
流
れ
、
太
鼓
の
練
習
に
向
か
う
子
達
、
み
ん
な
の
気
持
ち
は
ワ
ク

ワ
ク
、
闘
鶏
神
社
の
祇
子
に
と
っ
て
一
年
で
一
番
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
る
時
で
す
。
私
も
、
も
ち
ろ
ん
祭
り
当
日
の
予
定
を
友
達
と
決
め
、

ま
ず
は
目
の
前
の
「
宿
題
」
と
い
う
最
大
の
課
題
に
向
き
あ
お
う
と

小
走
り
で
帰
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

家
に
着
く
と
す
ぐ
何
か
が
違
う
事
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
い
母
の
顔
で
す
。
兄
は
警
察
学
校
在
校
中
で
し
た
の
で
実
質
家

に
は
三
人
。
そ
の
日
、
父
は
検
査
入
院
と
の
事
で
母
は
存
分
に
涙
を

流
せ
た
と
い
う
訳
で
す
。
母
が
私
に
一
番
最
初
に
言
っ
た
事
は
、

「
こ
れ
か
ら
は
覚
悟
の
毎
日
や
で
。」

父
は
末
期
の
す
い
臓
ガ
ン
。
い
つ
天
国
に
逝
っ
て
し
ま
う
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、

「
一
日
一
日
を
大
切
に
、
た
と
え
学
校
に
行
く
時
で
も
〝
こ
れ
が
最
後

か
も
し
れ
な
い
覚
悟
〟
を
持
っ
て
別
れ
な
さ
い
。」

10



新刊のご案内

　

そ
の
時
か
ら
母
は
父
に
「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
。」
と
言
っ
て

夜
ベ
ッ
ド
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
母
が
ど
ん
な
に
私
の
事
を
思
い
父
の
事
を
考
え
話
を
し
て

く
れ
て
も
全
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
私
が
い
ま
し
た
。「
父
が
死
ぬ
」

と
い
う
こ
と
が
、
分
か
る
よ
う
で
分
か
ら
な
い
ま
ま
私
は
半
日
ベ
ッ

ド
で
泣
き
ま
し
た
。
そ
の
日
、
私
は
『
も
う
泣
か
な
い
』
と
思
え
る

ま
で
半
日
か
か
っ
た
と
い
う
事
で
す
。

　

父
は
何
度
か
入
退
院
を
く
り
返
し
、
抗
ガ
ン
剤
点
滴
の
た
め
に
週

一
回
、
和
歌
山
市
内
ま
で
母
に
付
き
添
わ
れ
通
院
し
ま
し
た
。
調
子

の
い
い
時
に
は
、
四
人
で
一
泊
二
日
の
旅
行
を
し
た
り
、
父
と
の
た

あ
い
も
な
い
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
川
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
病
気
が
わ
か
っ
て
天
国
に

逝
く
ま
で
の
一
年
間
は
、
私
に
と
っ
て
は
何
十
年
分
も
の
濃
い
日
々

に
な
り
ま
し
た
。

　

父
が
休
職
を
し
て
い
た
一
年
間
は
、
公
的
な
制
度
で
お
給
料
は
保

障
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
治
療
費
は
大
き
く
、
私
は
思
い
き
っ
て
家

計
の
事
を
母
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
実
は
、
父
は
い
く
つ
か
の
生
命

保
険
に
入
っ
て
い
て
入
院
・
手
術
を
し
た
と
し
て
も
心
配
は
い
ら
な

い
と
い
う
事
、
も
し
も
の
事
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
の
希
望
す
る

将
来
に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け
る
事
が
で
き
る
と
い
う
事
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、
毎
月
の
保
険
料
は
、
相
当
高
額
で
あ
り
、

見
直
し
も
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
父
は
「
も
し
も
の
時
に
家
族
の

生
活
の
質
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
」
と
慎
重
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
な
が
ら
考
え
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
父
が
い
な
く
な
っ
て
か

ら
母
も
ま
た
保
険
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
母
に
も
し
何

か
あ
っ
た
時
で
も
子
供
二
人
が
困
ら
な
い
よ
う
貯
蓄
型
の
保
険
に
も

入
っ
た
そ
う
で
す
。

　

何
が
一
番
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
を
し
な
い
事
。

ど
ん
な
に
自
分
の
体
を
大
切
に
思
い
日
頃
か
ら
ケ
ア
を
し
て
い
た
と

し
て
も
、
一
歩
外
に
出
る
と
事
故
に
あ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き

な
天
災
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
も
し
も
の
時
の
保
険
」
と
は
上

手
く
言
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
保
険
が
あ
る
か
ら
私
達

は
毎
日
普
通
に
生
活
す
る
事
が
出
来
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
目
先
の

保
険
料
を
ケ
チ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
へ
の
投
資
の
一
つ
と
し
て
、

自
分
が
大
き
く
は
ば
た
く
た
め
の
一
つ
と
し
て
、
人
生
の
ス
テ
ー
ジ

に
合
っ
た
保
険
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

父
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

 「ねんきんガイド｣ 2019 年 7 月改訂版が 
できました！
本冊子は、公的年金の基礎知識や個人年金保険の
基本的な仕組み、契約時の留意点などをまとめた
ものです。豊富な図表や具体的な事例、Q&Aを用いて
わかりやすく解説しています。
今回の改訂では、公的年金額などの掲載数値を最新
化したほか、消費税引上時に実施予定の「年金生活
者支援給付金」に関する受給対象者の所得基準などを追加しま
した。また、老後の生活資金を考える際の参考データとして、企業
規模別の平均退職給付額などを新規に掲載しました。
お申込は当センターのホームページ（http://www.jili.or.jp/）
でどうぞ。
B5 判・68 ページ（オールカラー）1部 200 円（税込価格・送料別）
※税込価格と送料を改定しました。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録は当センターのホームページ上
のバナーから簡単にできます。また、
スマートフォンからはQRコードの
利用が便利です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回
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40
代
の
会
社
員
（
男
性
）
で
す
。
老
後

生
活
に
は
、
公
的
年
金
だ
け
で
は

２
０
０
０
万
円
不
足
す
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の

分
は
自
分
で
蓄
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、

気
に
な
る
の
は
、
公
的
年
金
の
支
給
額
が
今
後

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
み
て
も
、
そ

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
年
金
は
ど
の
く
ら
い
減
っ
て
し
ま
う
の

で
す
か
。年

金
の
支
給
額
に
は
「
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
」
と
い
う
仕
組
み
が
導
入
さ
れ

QA

て
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
、
年
金
額
は
相4

対
的
に

4

4

4

減
っ
て
い
き
ま
す
。
現
役
世
代
の
収
入

に
対
す
る
年
金
額
の
割
合
は
現
在
60
％
程
度
で

す
が
、
こ
れ
が
50
％
近
く
に
ま
で
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

QA

名
目
額
は
上
が
っ
て
も
実
質
減

「
年
金
額
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
」
と
い

う
話
は
、
た
し
か
に
よ
く
耳
に
し
ま
す
。「
ど

ん
ど
ん
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
毎
年
、
年
金
額

が
目
に
み
え
て
大
き
く
下
が
っ
て
い
く
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
「
ど
ん
ど
ん
」

減
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
、
今

後
年
金
額
は
減
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
の

ペ
ー
ス
は
目
に
み
え
な
い
ほ
ど
じ
わ
じ
わ
と

減
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
正
し
い
表
現
で
す
。

公
的
年
金
の
額
は
、
毎
年
度
、
物
価
や
賃
金

の
変
動
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
物
価
や
賃
金
が
上
が
れ
ば
そ

れ
に
応
じ
て
年
金
額
も
増
え
る
の
で
す
が
、
そ

の
増
え
幅
は
物
価
や
賃
金
の
増
え
幅
よ
り
も
低

く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

年金はどこまで減るのか

第 31回

が
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。
た
と
え
ば
、
２
０
１
９
年
度
の
年
金

額
の
ス
ラ
イ
ド
の
ベ
ー
ス
と
な
る
賃
金
変
動
率

は
プ
ラ
ス
0.6
％
で
し
た
が
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
」
に
よ
る
調
整
が
行
わ
れ
年
金
額
は

0.1
％
し
か
増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
年
金
額
は
上
が
っ
て
も
、
物
価

や
賃
金
の
伸
び
よ
り
は
少
な
く
し
か
上
が
ら
な

い
の
で
、
名
目
上
の
年
金
額
は
減
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
が
、
実
質
的
な
年
金
額
の
価
値
は

下
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
１
０
０
円

の
リ
ン
ゴ
が
１
１
０
円
に
値
上
が
り
し
て
も
年

金
が
１
０
０
円
か
ら
１
０
５
円
に
し
か
増
え
な

け
れ
ば
、
前
の
年
に
は
年
金
で
買
え
た
リ
ン
ゴ

が
買
え
な
く
な
り
ま
す
）。

と
い
う
わ
け
で
、
年
金
額
自
体
は
増
え
た
と

し
て
も
、
目
に
み
え
な
い
か
た
ち
で
、
相
対
的

に
は
目
減
り
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
し
ば
ら

く
の
間
（
年
金
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
）
続
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
減
り
方
は
「
ど
ん
ど
ん
」
で
は
な
く
、「
真

綿
で
首
を
絞
め
る
よ
う
に
」
と
い
う
形
容
が
相

応
し
い
気
が
し
ま
す
。
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あなたは、誰かに謝らなくてはならなかった経験
がありますか？　
「謝罪」のポイントを教えてくださいとご質問を
いただくことがあります。自分としては一生懸命
に謝ったのに相手の理解を得られなかった、何
だか心残り…そんなときは何が起きていたので
しょう。おそらく「相手にとって」あなたのコミュ
ニケーションの何かが不足していたのです。目の
前のピンチをチャンスに変える力とはまさに目に
は見えないコミュニケーション力です。

たとえば、目の前にお怒りモードの相手がいると、
焦る気持ちから原因や理由などの事情説明をした
くなりますが、そんなときだからこそ「わたしは
なぜ謝ろうとしているのか」を今一度、自分自身
に確認することです。言い方を変えると「相手と
の関係修復にむけて尽力しよう」と、あらためて
自分の心と固い握手
をするということです。
このあとのお話もとても
奥が深いので、シリー
ズでお伝えしていくこと
にいたしましょう♥

Prof i le

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://www.kiryujunko.com/

QA

現
役
世
代
の
50
％
は
保
証
？

と
こ
ろ
で
、
最
終
的
に
年
金
額
は
ど
の
く
ら

い
に
ま
で
減
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
年
金

の
給
付
水
準
を
示
す
数
値
に
「
所
得
代
替
率
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
役
の

手
取
り
収
入
に
対
し
、
年
金
額
が
何
％
で
あ
る

か
を
示
す
数
値
で
す
。
つ
ま
り
、
現
役
世
代
の

収
入
の
ど
れ
く
ら
い
が
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ

る
か
を
示
す
も
の
で
す
。

こ
の
数
値
は
、
夫
が
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
会

社
員
と
し
て
平
均
的
な
給
与
を
も
ら
い
、
妻
は

ず
っ
と
専
業
主
婦
と
い
う
モ
デ
ル
世
帯
に
つ
い

て
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
値
は
現
在

60
％
程
度
で
す
が
、
将
来
は
50
％
近
く
に
ま
で

減
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
法
律
上
、
こ
の
50
％
は
い
わ
ば
下
限

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
て
、
も
し
50
％
を
下
回

る
よ
う
な
場
合
は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
調
整
は
や
め
て
、
新
た
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
、
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
い
か
え
れ

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP http://www.officetakeda.jp/

ば
、
現
在
の
法
律
の
範
囲
内
で
は
、
所
得
代
替

率
が
50
％
を
切
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
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の
かけはし
心

お試しができない
生命保険だからこそ、
しっかり検討して
契約していただきたい

野村香さんは、紹介が途切れず、コンスタントに成績を挙げている期待の
新人です。実例を交えて保障の大切さを伝えていることが支持を得る秘訣
のようです。さらに、明るく面倒見の良い性格、丁寧なアフターフォローも
人気を集めています。日々の活動を紹介しながら信頼の築き方を紹介します。

「
ち
ょ
っ
と
」
の
こ
と
を
聞
く
場
を

作
ら
せ
て
い
た
だ
く

―
入
社
２
年
目
に
な
る
と
、
次
第
に
行
き

先
に
困
る
方
も
出
て
き
ま
す
が
、
毎
日
、
本
当

に
忙
し
い
よ
う
で
す
ね
。

野
村　
お
か
げ
さ
ま
で
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
契
約
し
て
か
ら
が

お
付
き
合
い
の
始
ま
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
時
間
が
あ
れ
ば
、
お
客
様
の
お
顔
を

見
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
や
は
り
顔
を
見
る
回
数
が
増
え
る
と
関

係
性
は
変
化
す
る
も
の
で
す
か
？

野
村　
確
か
に
変
化
す
る
と
思
い
ま
す
。ま
だ
、

こ
の
仕
事
を
し
て
経
験
は
浅
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
お
客
様
は
簡
単
に
本
音
を
明
か
さ
な
い

こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
質
の
高
い
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
す
る
に
は
、
い
か
に
お
客
様
か
ら

本
音
を
引
き
出
す
か
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
本
音
を
引
き
出
す

に
は
限
界
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
で
、

わ
ず
か
な
時
間
を
見
付
け
て
は
お
伺
い
し
て
い

ま
す
。
実
は
、
お
伺
い
す
る
の
は
他
に
も
理
由

が
あ
り
ま
す
。

―
ほ
か
の
理
由
と
い
う
の
は
？　

野
村　
お
客
様
に
、
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
把

握
し
て
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。
ご
契
約
の

時
は
、
し
っ
か
り
意
向
把
握
と
重
要
事
項
の
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
人
間
は
時
間

経
過
と
と
も
に
記
憶
が
薄
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

う
な
る
と
、「
言
っ
た
・
言
わ
な
い
」
問
題
も

出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。
せ
っ
か
く
、
提
案

に
納
得
し
て
い
た
だ
き
、
契
約
に
至
っ
て
も
、

そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
信
頼
関
係
が
崩
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
保
険
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
お
客
様

と
の
関
係
に
ひ
び
が
入
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

に
し
た
く
な
い
の
で
す
。

―
特
に
高
齢
者
の
契
約
で
は
「
言
っ
た
・

言
わ
な
い
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
も
の

で
す
ね
。

野
村　
意
向
把
握
や
重
要
事
項
の
説
明
は
、
み

な
さ
ん
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
お
客
様
は
説
明
を
受
け
て
二
・
三
日
は

覚
え
て
い
る
こ
と
も
半
年
も
経
て
ば
、「
保
険

料
と
死
亡
保
険
金
額
く
ら
い
は
覚
え
て
い
る
け

ど
、
あ
と
は
ど
う
だ
っ
け
？
」
と
い
う
方
も
多
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い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
は
契
約
時

に
信
頼
し
て
く
だ
さ
る
の
は
あ
り
が
た
い
の
で

す
が
、「
あ
な
た
が
言
う
の
だ
っ
た
ら
、
そ
の

通
り
に
し
て
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
が
き
ち
ん
と
説
明
し
て

も
、
お
客
様
は
契
約
す
る
と
い
う
出
口
を
決
め

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
途
中
経
過
を
聞
き
流

す
方
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、「
聞
い
て
い
な
い
」
問
題
も
起
こ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、「
そ

れ
は
だ
め
な
ん
で
す
」
と
丁
寧
に
お
伝
え
し
、

お
客
様
が
あ
と
で
お
困
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、

意
向
把
握
を
適
切
に
行
っ
て
い
ま
す
。「
保
険

は
お
試
し
が
で
き
な
い
か
ら
、
し
っ
か
り
検
討

し
て
、
本
当
に
納
得
し
た
ら
契
約
し
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
説
明
す
れ
ば
、
身
を
乗
り
出
し
て
聞

い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

―
保
険
会
社
か
ら
契
約
内
容
の
お
知
ら
せ

通
知
は
、
契
約
者
様
に
届
き
ま
す
が
？

野
村　
実
際
は
届
い
て
も
中
身
を
確
か
め
て
い

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
定
期
的
に
お
客
様
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
、

契
約
内
容
と
重
要
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
保
険
の
請

求
漏
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
す
。
お
客
様
は「
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
」

「
ち
ょ
っ
と
教
え
て
ほ
し
い
」
と
思
う
こ
と
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
か
け
て
わ
ざ
わ
ざ

聞
く
こ
と
は
さ
れ
な
い
よ
う
で
す
。「
ち
ょ
っ

と
」
の
こ
と
を
聞
く
場
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
く

の
も
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
供
で
も
難
病
に
か
か
る
場
合
が
…

―
毎
日
何
人
く
ら
い
に
会
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
か
？

野
村　
今
は
基
盤
作
り
だ
と
思
っ
て
、
ご
提
案

も
含
め
て
毎
日
平
均
し
て
、
５
人
の
方
に
は
お

会
い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
私
の
お
客
様

は
素
敵
な
方
ば
か
り
で
、
色
々
と
教
え
て
い
た

だ
く
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
も

定
期
訪
問
を
続
け
て
い
る
理
由
の
一
つ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
後
、
契
約
が
増
え
て
も
、
定
期

訪
問
は
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
異
業
種
の
事
務
か
ら
転
職

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
仕
事
の
魅
力
は
何
だ
と

思
い
ま
す
か
？

野
村　
や
は
り
人
の
ご
縁
で
す
。
私
く
ら
い
の

年
齢
に
な
る
と
、
新
た
な
人
脈
を
作
る
の
も
難

し
い
し
、
面
倒
に
思
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

だ
か
ら
、
新
た
な
人
脈
が
広
が
る
こ
と
は
、
わ

ず
か
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
は
、
年
齢
に

関
係
な
く
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
人
脈
が
広

が
り
、色
々
と
視
野
を
広
げ
て
も
ら
え
る
の
も
、

す
ご
く
新
鮮
で
楽
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
保

険
や
周
辺
知
識
を
学
べ
る
の
は
、個
人
的
に
も
、

も
の
す
ご
く
プ
ラ
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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―
知
識
で
す
か
。

野
村　
自
分
が
得
た
知
識
や
情
報
は
、
友
人
や

知
人
と
も
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。
友
人
た
ち

に
聞
く
と
、
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
た

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
質
問
で
き
る
方
が

側
に
い
な
い
と
い
う
方
が
多
い
で
す
ね
。
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
何
と
な
く
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
結
果
的
に
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
方

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
私
は
、
友
人
か
ら
「
こ
ん

な
こ
と
を
聞
い
た
ら
バ
カ
に
さ
れ
る
か
も
」
と

思
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
、
非
常
に

か
み
砕
い
て
説
明
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
質
問
も
し
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
野
村
さ
ん
が
紹
介
ば
か
り
と
い
う
の

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
気
軽
に
教
え
て

も
ら
え
る
こ
と
も
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

野
村　
お
客
様
や
友
人
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
と
、「
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
な
」
と
嬉

し
く
な
り
ま
す
。
お
客
様
や
友
人
た
ち
は
、
あ

り
が
た
く
、か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。も
っ

と
良
い
情
報
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と

張
り
が
で
ま
す
。

―
そ
も
そ
も
に
な
り
ま
す
が
、
保
険
の
仕

事
は
成
果
主
義
で
す
が
、
転
職
の
時
に
不
安
は

な
か
っ
た
で
す
か
？

野
村　
い
い
え
、
む
し
ろ
「
や
っ
た
ら
や
っ
た

だ
け
男
女
平
等
に
評
価
し
て
も
ら
え
る
」
と
、

好
意
的
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
前
、
あ
る
仕
事
で
受
付
を
兼
ね
た
事
務
職
を

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
会
社
か
ら
命
令

さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
営

業
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
よ
う
お
客
様
に
説
明

し
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
、
営
業
の

方
に
ト
ス
ア
ッ
プ
し
て
、
一
生
懸
命
フ
ォ
ロ
ー

も
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
契
約
に
な
っ
た
例
も
数

多
く
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
給
与
に
は
当
然

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
客
様
は
「
野
村

さ
ん
の
お
か
げ
」「
野
村
さ
ん
が
い
る
か
ら
決

め
た
」
と
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
よ
う
な
努
力
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
釈

然
と
し
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
う
し
た
経
験
を

長
年
し
た
の
で
、
成
果
主
義
は
、
す
ん
な
り
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
保
険
の
仕
事
に
も
抵
抗
は
な
か
っ
た
の

で
す
か
？

野
村　
大
い
に
抵
抗
あ
り
で
す
。
保
険
の
仕
事

は
、
最
初
は
嫌
い
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
私

の
両
親
や
知
人
の
担
当
者
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
し
て
く
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、「
新
商

品
が
発
売
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
勧
め
ま
す
」

と
い
う
典
型
的
な
商
品
提
案
を
さ
れ
る
方
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、
そ
う
し
た

や
り
方
は
続
か
な
い
よ
う
で
、
そ
の
よ
う
な
提

案
を
さ
れ
る
営
業
担
当
者
は
次
々
と
変
わ
っ
た

み
た
い
で
す
。

―
不
信
感
を
抱
き
ま
す
ね
。
病
気
を
さ
れ

た
と
き
に
、
入
社
の
声
が
か
か
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。

野
村　
45
歳
か
ら
４
年
連
続
で
毎
年
手
術
を
し

ま
し
た
。
命
に
直
接
関
わ
る
病
気
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、複
数
の
臓
器
を
摘
出
し
た
の
で
、

も
の
す
ご
く
疲
れ
や
す
く
な
り
、
頭
痛
も
頻
繁

に
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
を
辞
め

た
と
き
に
、
知
人
か
ら
「
入
社
説
明
会
を
一
緒

に
聞
き
に
行
こ
う
」
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。

―
嫌
い
な
仕
事
な
の
に
、
な
ぜ
聞
き
に
行

こ
う
と
？

野
村　
私
は
「
知
る
こ
と
」
は
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
、聞
い
て
み
て
、
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や
っ
て
み
て
、
疑
問
を
言
っ
て
み
て
自
分
自
身

で
判
断
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
弊
社
が
目
指
す
保
険
の
考
え
方
を
聞
き
ま

し
た
。
プ
ラ
ン
ラ
イ
ト
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で

す
が
、
簡
単
に
い
う
と
、「
お
客
様
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
必

要
な
時
に
必
要
な
だ
け
、
最
適
な
方
法
で
準
備

す
る
こ
と
」
で
す
。
そ
れ
ま
で
私
が
考
え
て
い

た
保
険
の
提
案
や
組
み
立
て
方
と
、
根
本
か
ら

違
っ
て
い
た
こ
と
に
も
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
と
、社
内
の
雰
囲
気
が
す
ご
く
明
る
く
て
、

楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
。
実
際
、
雰
囲
気
も

本
当
に
良
く
、
先
輩
や
同
僚
も
本
当
に
親
切
な

方
ば
か
り
で
し
た
。
良
い
刺
激
を
た
く
さ
ん
受

け
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
今
で
は
す
っ
か

り
健
康
も
回
復
し
ま
し
た
。

―
ご
自
身
の
経
験
以
外
に
も
、
お
客
様
に

お
伝
え
し
て
い
る
実
例
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

野
村　
一
つ
は
私
の
親
族
の
事
例
で
す
。
よ
く

子
供
の
保
障
は
、
そ
れ
ほ
ど
必
要
な
い
と
い
い

ま
す
よ
ね
？　

で
も
、
幼
児
で
も
重
篤
な
病
気

に
な
る
子
供
は
い
ま
す
。
私
の
親
族
は
、
わ
ず

か
５
歳
で
重
篤
な
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
親
に
し
た
ら
、
子
供
が
治
る
も
の
な
ら
ど

ん
な
高
額
の
治
療
で
も
受
け
さ
せ
て
や
り
た
い

と
思
う
も
の
で
す
。
親
族
は
必
死
に
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
集
め
、
最
先
端
の
治
療
を
２
回
受
け

さ
せ
ま
し
た
。
懸
命
に
闘
い
ま
し
た
が
、
９
歳

で
旅
立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悲
し
み
は
一
生

消
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
気
持
ち
を

抱
え
な
が
ら
治
療
費
の
心
配
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

―
治
療
費
は
い
く
ら
く
ら
い
か
か
っ
た
の

で
す
か
？

野
村　
親
族
の
場
合
、
高
額
療
養
費
制
度
も
利

用
し
ま
し
た
が
、
先
進
治
療
を
受
け
た
の
で
、

そ
の
分
は
全
額
自
費
に
な
り
ま
す
。
結
局
、
総

額
で
数
百
万
円
の
出
費
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
私
が
お
客
様
に
お
伝
え
し
て
い
る
の
は
、

「
子
供
で
も
難
病
に
か
か
る
場
合
が
あ
る
と
い

う
こ
と
」、「
高
額
療
養
費
だ
け
で
は
ま
か
な
い

き
れ
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
」
で
す
。
で
も
、
一

番
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
難
病
を
患
い
な

が
ら
大
人
に
な
っ
て
も
、
無
保
険
者
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
子

供
だ
か
ら
と
思
わ
ず
に
、
一
生
の
保
障
を
持
つ

重
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
他
の
事
例
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

野
村　
50
代
の
方
で
す
が
、
保
障
内
容
は
ご
存

じ
で
し
た
が
、
60
歳
で
保
障
が
切
れ
る
保
険
だ

と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。あ
る
日
、

そ
の
方
が
つ
ま
ず
き
、
打
ち
所
が
悪
く
、
頸
椎

損
傷
の
後
遺
症
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
60
歳
以
降
に
新
た
な
保
険
に
ご
加

入
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
。
誰
も
が
病
気
に

な
り
た
く
な
い
し
、
事
故
に
遭
い
た
く
な
い
の

に
、
重
篤
な
病
気
に
な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま

す
。
不
測
の
事
態
が
生
じ
る
こ
と
も
お
伝
え
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
寄
り
添
い
、

楽
し
く
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
す
お
手
伝
い
が

で
き
る
よ
う
に
真
心
を
込
め
て
頑
張
り
ま
す
。

鬼
お に

塚
つ か

 眞
し ん

子
こ

ジャーナリスト・ファイナンシャル
プランナー
保険業界紙の記者を経て、2007 年 2 月
独立。「現場第一主義」を掲げ、北海道
から屋久島まで精力的に取材活動を行い、
これまで約 5,000 人に取材をしてきた。
現在は、保険業界紙・
一般ビジネス誌に
執筆・取材協力をする
ほか、保険会社、地方
自治体、企業などに
講演を行っている。
著書「保険選びは
本当にカン違いだらけ」

（SB 新書）発売中。

Interviewer
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新
ル
ー
ル
施
行
で

一
部
自
治
体
が
対
象
除
外
に

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
全
国
の
好
き
な
自
治
体

に
寄
附
を
す
る
こ
と
で
、
税
金
の
控
除
（
寄
附

金
控
除
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
返

礼
品
も
も
ら
え
る
制
度
で
す
。
寄
附
す
る
充
実

感
も
返
礼
品
を
選
ぶ
楽
し
さ
も
味
わ
え
る
制
度

だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
２
０
１
９
年
６
月
、
こ
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
制
度
に
規
制
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
返
礼
品
に
つ
い
て
「
返
戻
割
合
は

寄
附
金
額
の
30
％
以
下
」
か
つ
「
各
自
治
体
の

地
場
産
品
」
と
す
る
基
準
が
定
め
ら
れ
た
の
で

す
。
こ
の
基
準
に
適
合
し
な
い
自
治
体
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

規
制
の
背
景
に
は
、
自
治
体
間
の
行
き
過
ぎ

た
返
礼
品
競
争
が
あ
り
ま
し
た
。
返
礼
割
合
の

高
い
返
礼
品
や
、
そ
の
自
治
体
に
関
係
の
な
い

金
券
や
宿
泊
券
な
ど
の
返
礼
品
を
出
す
自
治
体

が
現
れ
た
こ
と
で
、
人
気
の
あ
る
返
礼
品
を
提

供
す
る
一
部
の
自
治
体
に
寄
附
金
が
集
中
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
総
務
省
は
、
そ
う
し
た
自

治
体
に
是
正
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
改
善
に

至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
規
制
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

規
制
強
化
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象

か
ら
４
つ
の
自
治
体
が
除
外
さ
れ
ま
し
た
。
大

阪
府
泉
佐
野
市
、
静
岡
県
小
山
町
、
和
歌
山
県

高
野
町
、佐
賀
県
み
や
き
町
で
す
。
６
月
以
降
、

こ
の
４
自
治
体
に
寄
附
し
て
も
寄
附
金
控
除
は

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
９
月
末
ま
で
は
ふ
る
さ

と
納
税
が
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
後
除
外
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
自
治
体
が
43
あ
り
ま
す
。
総

務
省
は
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
の
６
月
以
降
の
寄

附
金
の
集
め
方
に
よ
っ
て
、
改
め
て
ふ
る
さ
と

納
税
の
対
象
と
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
規
制
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
戻
割
合

が
制
限
さ
れ
た
こ
と
を
、
少
し
残
念
と
思
わ
れ

る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
応

援
し
た
い
自
治
体
が
あ
る
人
や
、
お
気
に
入
り

の
地
場
産
品
が
あ
る
と
い
う
人
に
は
、
変
わ
ら

ず
お
得
な
制
度
で
す
。

自
分
の
お
金
で
自
治
体
に
貢
献
で
き
る
う

え
、
実
質
２
０
０
０
円
で
返
礼
品
が
も
ら
え
る

点
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。
ぜ
ひ
賢
く
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

思わず
伝えたくなる！

にまつわるお金
エトセトラ

第 103回

ふるさと納税、
規制で

どう変わった？

etc.…
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〜ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート〜

Vol.25 

児童養護施設で毎年 2 回清掃活動を 
 実施しています！
滋賀県協会　青木　勝

活動を経て子どもたちの現状を知る

これらのボランティア活動は、会社の垣根を
越えた中で、和気あいあいとした雰囲気の中
で取り組んでいます。また、活動を経て、い
ろいろなご家庭の事情で親元を離れて暮らし
ている子どもたちがいるのだという現状も知る
ことによって、さらに、私たち会員一同は、
社会貢献に対する認識をより深めることができ
ました。
このほかに、県内のリレー・フォー・ライフ
にも参加しており、今後も私たちは、益々支援
活動に力を入れていこうと考えております。

社会的養護児童の社会自立のために

滋賀県協会では、愛のドリーム募金による、
児童福祉入所施設協議会への年1回の募金活動
と未使用タオルの寄付、年 2回、県内の児童
養護施設にて清掃活動を行っています。
昨年2018年3月3日には、児童養護施設湘南
学園にて、約 34名で清掃活動を行いました。
この日は、日々清掃が行き届かない場所である、
堆積した落ち葉の片付け、ホールの床水拭き、
外階段の水洗い、玄関外廊下の水洗いなどを
懸命に行いました。
2019 年 3月 2日には、社会福祉法人鹿深の
家にて清掃。5月 16 日には、滋賀県児童福
祉入所施設協議会に寄付をすることができ、
微力ながら、入所されている子どもたちのお役
に立つことができ、施設の方々に御礼のお言
葉もいただきました。
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西日本豪雨災害被災地での
ボランティア活動

昨年 7 月に起こった西日本豪雨で、愛媛県も多大な
被害をうけました。それに伴い、発生後 10 日には
有志が集まり、被災地での土砂の掻き出し作業を行い
ました。その後も昨年 8 月10日には被害の大きかった
宇和島市までバスで伺い、同様の作業を行いました。
今年の 3 月には被災した、みかん農家さんの元で、
石の運びだし作業や小さな苗木の掘り起し作業も行い
ました。それらの経験を活かし、愛媛県協会は多く
のボランティア活動を通して、地域の方々との交流
を深めています。

これまでになかったことをチャレンジして取り入れていきたい
レポーター　和氣　安孝（愛媛県協会会長／ソニー生命）

愛媛県協会の良いところは、積極的にボランティア活動に参加するところ。リレー・フォー・ライフ、
西日本豪雨災害被災地での活動、スペシャルオリンピックスにおいても多くの人数が参加予定です。

 ▶ 愛媛県
人口 134 万 364 人

（2019 年 8 月 1 日現在）
世 界 発の三 連吊り橋

「来島海峡大橋」をはじ
め、約 3000 年の歴史を
もつ、日本最古の温泉と
もいわれる道後温泉も
ある。国内生産量の約
60％を占める日本一のタ
オル生産地。

なぜこの仕事に就いたのかという
初心に帰る

2019 年 5 月 16 日に行った支部活動報告会にて、
ジブラルタ生命の南哲也氏、松下幸之助理念経営伝
道師の古望高芳氏の 2 名にご講演いただきました。
南哲也氏の講演では「何のために、誰のために、いつ
やるのか」というキーワードのもと、この保険業界で
自分が働く意義を考える素晴らしい機会になりました。
古望高芳氏の講演では、松下幸之助さんの肉声の動画
も交えながら、理念に沿った一貫性のある経営の大切
さを学びました。お二人の話には共通点があり、仕事
に対する「思い」の大切さ、誰のために仕事をして
いるのかという心の在り方を学べました。大盛況で
200 名を超える参加人数になりました。

愛媛県協会はこれからの協会です。色々と情報交換を
させていただいて、成長していきたいと思います。
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